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１．はじめに
粟津湖底遺跡は，大津市晴嵐（せいらん）町地先に所在し，琵琶湖南湖の瀬田川の河口

近くにあって，水面下２～３ｍの湖底に沈んでいる．この遺跡の本格的な調査は昭和５５
年度から文化庁により実施されてきたが，平成２～３年度（１９９０～９１年度）にわた
り約１ヵ年をかけて，南湖粟津航路浚渫工事に伴って発掘調査が行われた．この発掘調査
で発見された第３貝塚層について，さらに９層に細分割された各層から採取された木片，
骨，セタシジミ貝などの化石について，名古屋大学加速器質量分析計を用いて１４Ｃ年代測
定を実施した．得られた結果についてここに報告する．

２ ． ゛ １ ’ の
粟津湖底遺跡の周辺では，地元の漁師によって獣骨類やセタシジミ貝殻が数多く引き上

げられていたことが契機となって，昭和２７年に船上からの湖底観察や潜水により貝塚の
存在や範囲の確認，遺物の採取が行われてきた．その結果，貝塚は縄文時代前期から中期
にかけてのもので，本来，琵琶湖の東岸に形成されていたものが，地盤変動により水没し
たと考えられている（滋賀県教育委員会（編），１９９２）．
昭和５５年度に，最初の本格的な水底遺跡の発掘調査が始められた（図１），調査で

は，第１，第２貝塚上で２６ヵ所で試掘調査が行われ，上から淡黄灰色砂傑層，茶褐色腐
植土層，貝層，黒色腐植土層という層序の確認と，縄文時代前期から中期初頭，さらに後
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期までの土器類が検出された．
粟津湖底遺跡の場所を図１に，遺構の概略図を図２に示す．また，これまでの調査から

明らかにされた粟津湖底遺跡の基本層序を図３に示す．図３に示される層序の栗塚（Ｐ２，
Ｐ３，Ｐ４）のうちＰ２層については，Ｐ２層から採取されたヒョウタンの種子について９，６００
±１１０ｙｒＢＰ（ＮＵＴＡ-１８２５），クリ属の果実の破片について９，３３０±１６０ｙｒＢＰ（ＮＵＴＡ-
１８３２），ヒシ属の果皮の破片について９，３８０±１１０ｙｒＢＰ（ＮＵＴＡ-１８２６），コナラ亜属の
果皮の破片について９，２９０±１４０ｙｒＢＰ（ＮＵＴＡ-１８３５）の１４Ｃ年代値が名古屋大学タンデ
トロン加速器質量分析計を用いて測定されている（辻ほか，１９９２）．また，遺跡西端に
おいて発見された火山灰層直下でかつ，Ｌ層最上部の暗灰色粘土から採取したヒシの果皮
について９，２３０±１１０ｙｒＢＰ（ＮＵＴＡ-１８３４）の１４Ｃ年代値が測定されている．これらの１４Ｃ
年代値は同一層から発見された土器片（神宮寺式）の編年と一致している．

３．第３貝塚層
粟津湖底遺跡の第３貝塚層は，南北の長さ約３５ｍ，東西の最大幅約１５ｍの規模を持っ

ている．縞状の貝層の堆積状況が観察でき，貝塚が，北西から南東の方向に，さらに，南
に向きを変えながら順次形成される部分と，この部分の南端を切り込むように，堆積方向
を再び南東の方向に変える部分との二つの異なる堆積状況を示している．貝層の堆積は，
もっとも厚い部分で５０ｃｍ程度で，立地する微高地の斜面に平行するのではなく，より大
きな角度を持って西から東に順次堆積して形成されたものである．
第３貝塚層からは縄文時代中期前葉の船元１式の土器が出土しており，それらに前後す

る時期の型式の土器はごくわずかしか出土していない．そこで，第３貝塚は，船元１式の
なかの短い期間に形成されたものと考えられる（滋賀県教育委員会（編），１９９２）．
第３貝塚は大きく９層に分けられ，第１～ＩＸ層と命名されている．層の堆積順序は，第

ＩＸ層を最下層として層名の数字の逆順に順次堆積している（図４）．大別された９層の間
には大きな間断は認められない．第３貝塚層の形成過程を詳しく調べることを目的とし
て，第１１～｜｜｜層，第Ｖ～ＩＸ層の７層位のそれぞれ同じ地点から，木片，骨片，貝殻の３種
類，計２０試料の年代測定用試料を採取した．３種類の試料は，大別層をさらに細分した
層位の同じ層位から採取した．ただ，第ＩＸ層には貝殻が全く含まれていないため，第ＩＸ層
については貝の試料はない．また，第１層は，貝塚層の断面調査により二次堆積物と推察
されるため，第「層から採取された試料は年代測定には用いていない．１４Ｃ年代測定用に
採取された試料の番号，種類，試料採取位置及び層位を表１に示す．

，４．試料処理
木片は，酸一アルカリー酸の前処理を行ったあと助燃剤（線状の酸化銅：ＣｕＯ）を混ぜ

て真空中で９５０℃に加熱して二酸化炭素に変えた．骨片は，アルカリで表面を洗浄した
後，細粉に砕いて透析用のセルロースチューブ内で塩酸を用いて脱解して硬タンパク質で
あるゼラチンコラーゲンを抽出し，これを木片試料と同様にして燃焼して二酸化炭素を得
た．貝殻は希塩酸で表面を溶解除去したあと砕いて細粉にし，真空中でリン酸で分解して
二酸化炭素を得た．二酸化炭素は鉄触媒の水素還元法でグラファイトに変え，これを名古
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屋大学のタンデトロン加速器質量分析計を用いて１４Ｃ濃度測定を行った．それぞれの試料
から調製された二酸化炭素の一部を分取して炭素安定同位体比（∂１３Ｃ）を測定し，１４Ｃ
濃度について炭素同位体分別の補正を行ったのち，１４Ｃ年代値を算出した．

表１ 滋賀県粟津遺跡の第３貝塚から出土した木片，骨片及びセタシジミ貝化石の∂１３Ｃ及び
１４Ｃ年代値

試 料 番 号 種 類

ＡＶＶＡ-１

ＡＷＡ-２

ＡＷＡ-３

ＡＷＡ-４

ＡＷＡ-５

ＡＷＡ-６

ＡＷＡ-７

ＡＶＶＡ-８

ＡＶＶＡ-９

ＡＷＡ-１０

ＡＷＡ-１１

ＡＷＡ-１２

ＡＷＡ-１３

ＡＷＡ-１４

ＡＷＡ-１５

ＡＷＡ-１６

ＡＷＡ-１７

ＡＷＡ-１８

ＡＷＡ-１９

ＡＷＡ-２０

木材
木材
木材
木材
木材
木材
木材

骨片
骨片
骨片
骨片
骨片
骨片
骨片

試料採取地区試料採取層
（細分層名）

区
区
区
区
区
区
区

③
③
③
④
⑤
⑤
③

③区
区
区
区
区
区
区

③
③
③
③
③
③

セタシジミ貝③区
セタシジミ貝③区
セタシジミ貝③区
セタシジミ貝④区
セタシジミ貝⑤区
セタシジミ貝⑤区

１１（８ｂ）
川８５）
Ｖ（１１０）
ＶＩ（３４）
ＶＩＩ（４３）
Ⅶ｜（１００ｂ）
ＩＸ（２２０）
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５ ． 決 び 奴
分析した２０個の試料について，測定された∂１３Ｃ値及び１４Ｃ年代値を表１に示す．ま

た，３種類の試料の１４Ｃ年代値の比較を図５に示す．∂１３Ｃ値は，木片で-２８．１～-３１．６
‰，骨片で-２０．７～-２１．５‰，セタシジミ貝で-３．４～-５．４‰と得られている．これらの値
は ， そ れ ぞ れ ， 通 常 の 樹 木 に つ いて の 値 ， 骨 化 石 か ら 抽 出 さ れ る ゼ ラ チン コ ラ ー ゲ ン に つ
いての値，また現在の琵琶湖水に溶存する無機炭酸についての値（中村ほか，１９９６）と
ほぼ一致する．一方，１４Ｃ年代値は，３種類の試料の各々では，大まかに見ると層序には
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図５粟津湖底遺跡の第３貝塚堆積物の同一層から採取された木材，哺乳類骨片，
セタシジミ貝の化石試料の１４Ｃ年代値の比較．
第３貝塚層は９層に大別され，さらに細分割される．３種類の試料はそれ
ぞれ同一の細分割された層位から採取されたものである．１４Ｃ年代値は同位体
分別の較正が行われている．
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とんどよらずほぼ一定である（木片，骨片，貝殻でそれぞれ，２００，３００，３００年の拡が
りをもつ，但し，貝の１点は大きくはずれているので除く）．これは，年代測定の誤差が
±１００年であることを考慮すると，第３貝塚層から出土した土器はほとんどが船元１式で
あるため，この貝塚層はおおよそ１００年程度の短期間のうちに形成されたと推察されるこ
とと調和的であろう．しかし１４Ｃ年代値は，３種類の間では大きく異なっている．系統的
に，貝が最も古い年代値を示し，次に木片，最も若いのが骨片である．１４Ｃ年代値は，同
一の層位から採取された貝と木片で２００～３００年，同一の層位から採取された木材と骨片

で３００～５００年の差異が見られる．
このうち，セタシジミ貝が最も古い年代値を示すのは，セタシジミの殻が湖水中に溶存

する１４Ｃ濃度の低い無機炭酸を利用して作られたからであろう．１４Ｃ濃度の低い溶存無機
炭酸の起源としては，琵琶湖底堆積物中の古い有機態炭素の分解による二酸化炭素の生成
や，例えば伊吹山周辺などの石灰岩類の古い炭素の溶出などがあげられる．骨片と木材の
年代値の違いは今のところ明らかではない．木材では，年輪が形成される時期と伐採され
る時期の違いにより，内側の年輪ほど伐採年より古くなる．しかし，木材の年代値はよく
そろっており，全ての木材について，年輪の形成時期で説明できるとは考えにくい．むし
ろ，骨片が，ほぼ一様に若い有機物炭素により汚染されたとも考えられる．今後の検討が
必要である．
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